
事例７ 児童の思いや願いを生かした単元計画の工夫と表現活動の充実を図った事例 

〇学年    第２学年 

〇主な領域  公共物や公共施設の利用 内容⑷ 

〇事例のポイント 

 ①児童の思いや願いを生かした単元の導入を工夫する。 

 ②気付きの質を高めるため、様々な表現方法を工夫する。 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 
・公共施設を見学する場面 
・伝え合い交流する場面 

 

ＩＣＴ活用の利点 

① 公共施設を見学する際に、ＩＣＴ端末の写真機能を使って見付けたものを保存し、振り返りの
場面で活用することで、新たな気付きを得ることができる。 

② 伝え合い交流する際に、写真や絵、動画等で多様な表現を行うことができる。 

 
１ 単元名 「みんなでつかう まちのしせつ」（７時間） 
 
２ 単元について 

 ⑴ 児童の実態について 
     本学級の児童は、１学期に学習した単元「どきどきわくわく まちたんけん」において、町

探検に取り組んだ。はじめは、自分の家の周りにあるものを紹介したり、調べたりする児童が

多かったが、繰り返し探検を行う中で、家の周り以外の地域にも興味をもち、学校の周りの色々

な施設や場所に関心をもつことができるようになった。それぞれの地域を探検することで、自

分のお気に入りの場所やものを友達に紹介したり、先生に伝えたりしている姿が見られた。 
 ⑵ 単元設定の趣旨と構成上の配慮 

本単元は、学習指導要領の内容⑷を受けて、設定したものである。ここでは、児童に身近な

公共物や公共施設を利用する機会を設け、それらのよさを感じたり働きを捉えたり、身の回り

にはみんなで使うものがあることや支えてくれる人々がいることを知り、それらを大切にし、

安全に気を付けて正しく利用しようとすることをねらいとしている。活動を通じて、公共物や

公共施設は何のために、どのような願いが込められて作られているのかを知ることができ、こ

れからどのように利用していけばよいのか、児童自身が自分の行動を振り返りながら活動する

ことができると考える。 

単元を構成するに当たっては、１学期に探検した場所を振り返りながら、町の中のみんなで

使う施設に着目し、行ってみたい公共施設を設定する。施設の素敵なところを見付けに行くた

めに、どのように行けばいいのか、どんなことを質問したらいいのか等、児童の思いや願いを

生かして計画を進めるようにする。実際に公共施設やそこで働く人々と関わることで、その施

設に込められた思いを知り、これからの自分の行動を振り返ることができるようにしていきた

い。 

 ⑶ 児童の意識の流れ           

活動 

 

（前の単元） 

↓ 

 

公園を使おう 

↓ 

 

教師の意識 

 

 

児童の意識 

もっといろんな場を知りた

いな。 

こんな素敵なところがある

んだ。どうしてだろう。聞

いてみたいな。 

学校のまわりには、色々な公共物

や施設があることに気付かせるよ

うにする。 

学校の校庭と比べて、公園にはど

んな素敵なところがあるのかを見

付けながら活動できるようにす

る。 



公園のことを聞いてみよう 

↓ 

 

みんなで使う千本桜公園のことを話し合おう 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

   千本桜公園の利用を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりすることができ、身の回

りにはみんなで使う物があることやそれらを支えている人々がいることなどに気付くとともに、

それらを大切にし、正しく安全に利用しようとすることができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準と小単元の評価規準（７時間扱い）  

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単元の 

評価規準 

千本桜公園の利用を通し

て、身の回りにはみんなで

使う物があることや、それ

らを支えている人々がい

ることに気付いている。 

千本桜公園の利用を通して、

それらのよさを感じたり働

きを捉えたりすることがで

きる。 

千本桜公園の利用を通し

て、それらを大切にし、正

しく安全に利用しようと

している。 

 

 

小

単

元

の

評

価

規

準 

１ 
千 本 桜
公 園 を
使おう 
   ⑶ 

①千本桜公園は、幼児や高

齢者、外国の人など、多

様な人々が利用する施

設であることに気付い

ている。 

②ルールやマナーを守っ

て活動している。 

①学校の校庭との共通点や

違う魅力を感じながら、千

本桜公園を利用している。 

①千本桜公園への関心や

期待をもちながら、それ

らを正しく安全に利用

しようとしている。 

２ 
千 本 桜
公 園 の
こ と を
聞 い て
みよう 

⑶ 

③千本桜公園には、幼児や

高齢者、外国の人など、

多様な人々が利用しや

すくなるような工夫が

あることや、それを支え

ている人の存在に気付

いている。 

②千本桜公園のはたらきや

そこで働く人の役割を予

想しながら、公園に来る人

や働く人と話したり質問

したりしている。 

②千本桜公園は、多様な

人々の暮らしを豊かに

していることを実感し、

これからも大切に利用

しようとしている。 

３ 
み ん な
で 使 う
千 本 桜
公 園 の
こ と を
話 し 合
おう ⑴ 
 

  

 

 

 

 
千本桜公園にこんなよいとこ

ろがあったよ。他にも見付け

たいな。 

前に分からないと思っていた

ことが分かった。 

町の人々のことを考えて作ら

れているんだな。 

国語でおこなったインタビュ

ーの学習も取り入れながら、

公園の魅力を更に引き出せる

ようにする。 

写真やポスター等、児童自身で表

現方法を選択し、友達に伝えられ

るようにする。 



５ 指導と評価の計画 

 

小単元名（時数） 主な学習活動 
小単元の評価 

規準との関連 
評価規準から想定した具体的な児童の姿（評価方法） 

１ 
千本桜公園を
使おう⑶  

①公共施設を

利用するこ

とについて

話し合い、

出かけるた

めの準備を

する。⑴ 

②地域の公共

施設に出か

け、利用す

る。⑴ 

③ 学 校 に 戻

り、学習活

動を振り返

る。⑴ 

知・技① 

知・技② 

 

思・判・表① 

 

態① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公共施設には、幼児や高齢者、外国の人など、

多様な人々が利用していることをつぶやいたり

話したりしている。（行動・発言・つぶやき） 

・ルールやマナーを守って公園で活動している。 

（行動） 

・学校の施設と同じところや違うところを見付け

ている。     （行動・発言・つぶやき） 

・公共施設に興味をもって、楽しく安全に利用し

ている。   （行動・発言・ワークシート） 

 

 事例のポイント① 

児童の思いや願いを生かし、児童から挙がった公

共施設の中から選ぶことで、児童が主体的に活動に

取り組むことができるようにした。 

 

 編 P87 指導計画作成留意事項⑵ 

 

記念碑って

なんだろう。 

ベンチがおもし

ろい形だね。 

千本桜公園には、素敵なところ

がたくさんあるね。 

ＩＣＴ活用の利点② 

画面上に児童の撮った写真を配置し、簡易的

な地図を作り、共有することで、みんなで見付

けた公園の素敵なところを見やすく分かりやす

く表現することができ、話合い活動を活発に行

うことができた。また、話合いから、公園が利

用者のことを考えて造られていることに気付く

ことができた。 

ＩＣＴ活用の利点① 

公園の素敵なところを撮

影し保存することで、振り

返りに活用することができ

た。 

公園をつくった人に話を

聞いてみたいな。 



２ 

千本桜公園の

ことを聞いて

みよう⑶ 

①地域の公共

施設に出か

け、調べた

り、施設で

働く人やボ

ランティア

の人、利用

者などにイ

ンタビュー

し た り す

る。⑵ 

② 学 校 に 戻

り、学習活

動を振り返

る。⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技③ 

 

 

思・判・表② 

態② 

・公共施設には、多様な人が利用しやすくなるよ

うな工夫や、支えている人がいることについて

話したり、つぶやいたりしている。 

（行動・発言・つぶやき） 

・公共施設を利用する人や働く人に、話を聞いた

り質問したりしている。   （行動・発言） 

・公共施設を大切に利用したいという思いを話し

たり、カードに書いたりしている。 

（行動・発言・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

みんなで使う

千本桜公園の

ことを話し合

おう⑴ 

①地域の公共

施設につい

て話し合う。

     ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技③ 

 

・調べた千本桜公園のことや他の公共施設の工夫

などについて気付いている。 

（行動・発言・つぶやき・ワークシート） 

 

 

事例のポイント② 

質問する際にはメモや動画の活用をおこな

い、振り返りで活用できるよう、活動の記録を

残せるように工夫した。インタビューの仕方

やメモの取り方等、国語の学習と関連付けて

学習することができた。 

 

 編 P87 指導計画作成留意事項⑶ 

  

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
児
童 

ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
た
児
童 

事例のポイント② 

公園の魅力について、ワークシートやポスター、動

画など、自分で表現方法を選んでまとめることで、意

欲的に活動に取り組むことができた。また、友達の作

品から様々な気付きを得ることができた。 



６ 本時の学習指導（小単元２ ５／７時） 

⑴ 目 標 

インタビューをする活動を通して、公共施設の機能やそこで働く人の役割を予想しながら、公

共施設で働く人と話したり質問したりすることができるようにする。 

⑵ 展 開 

児童の活動・意識 評価（●）と支援（〇） 時間 

１ 活動のめあてをつかむ。 

 

 

２ インタビューの仕方を確認す

る。 

Ｃ：「質問してもいいですか」と、

聞いてから質問するといいと

思います。 

Ｃ：「Ａ小学校の〇〇です」と自己

紹介してから質問します。 

Ｃ：「どうして公園の山になってい

るところだけ芝生なんです

か。」と聞きます。 

Ｃ：動画で記録をしたいので、「動

画を撮ってもいいですか。」と

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 公共施設の人に、質問する。 

Ｃ：質問したいことがあるのです

がよろしいですか。 

Ｃ：どうして公園の山になってい

るところだけ芝生なんです

か。 

Ｃ：遊具があまりないのはどうし

てですか。 

Ｃ：千本桜公園は、いつごろつく

られたんですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○質問をする時には、どんな聞き方をすれば相手が気

持ちよく引き受けてくれるかも、一緒に確認しなが

らインタビューに臨めるようにする。 

○メモを取るのか、動画を取るのか、どのようにイン

タビューをまとめるかも考えておく。 

○メモを取る際は、ワークシートを用意し、事前に質

問の多かった項目を載せておき、その下に質問の答

えが書けるようにしておく。 

○メモが苦手な児童については、動画での記録が可能

かどうか、質問できるようにしておく。 

○本番にリラックスして臨めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○施設に事前に連絡をして、インタビューをすること

について許可を得ておくようにする。 

○施設の方に、事前にどのような質問が出てくるのか

を連絡し、スムーズに受け答えしてもらえるように

する。 

●公共施設の人に、自らインタビューすることができ

る。【思・判・表②】（対話・会話・行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公きょうしせつの人に、インタビューをしよう。 

 

ＩＣＴ活用の利点① 

メモが苦手な児童は、動画や音声メ

モを活用することで、まとめや振り返

りの活動に生かすことができた。 

 

公園を川の近くにつくったの

は、なぜですか？ 

川のそばを散歩やジョギ

ングをする人が休めるよ

うに、つくりました。 



４ 学校に戻り、本時を振り返り、

次の活動の予告をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○公共施設から帰る道中も活用し、会話をしながら今

日のことを誰にどのような形で伝えていきたいか、

一緒に考えを整理しておく。 

〇学校に戻り、メモや動画を見ながら、振り返りを行

う。 

○次時では、みんなと施設のことについて話し合うた

めに、準備をすることを伝える。 

10 

 

 

 

７ 本実践を振り返って 

 「みんなでつかう まちのしせつ」の単元は、教科書では図書館の取り扱いが多く、本校も毎年図書

館へ行き、学習をしている。しかし、図書館は地域でも遠方にあることから、必ずしも児童にとって身

近な施設とは言えない。今回、児童に調べてみたい公共施設を聞いたところ、町探検で一度行った「千

本桜公園」について、もう一度調べていきたいという児童が多かった。そのため、児童の思いや願いを

基に「千本桜公園」に学習場所を設定した。 

また、「公園をつくった人に聞いてみたい」という児童の発言から、管理会社に連絡を取り、インタビ

ューの機会を設けていただいた。その際、質疑応答以外にも花の苗植えや紙飛行機あそびの活動を一緒

に行うことも提案いただき、活動に広がりがもてた。地域の方もまた、児童との交流を積極的に望んで

くださっていることが分かり、地域との新たなつながりを作ることができ、とても有意義な取組であっ

た。 

単元の最後の振り返り活動では、児童それぞれが千本桜公園の魅力を伝えるために、ワークシートで

も枠があるものや無地のものを選ぶ児童もいたり、大きな紙に地図のようなポスターを書いたりと、さ

まざまな表現方法が見られた。自由な表現活動に児童も意欲的に取り組む姿勢が見られ、さらに友達の

活動にも興味をもちながら活動している様子から、とても効果的であると感じた。主体的な学びを行う

ことで、表現活動の充実にも繋がったのではないかと考える。 

 今後も、児童の思いを大切にした単元づくりを心掛け、児童が主体的に、また地域の方々ともより一

層触れ合っていくことができる生活科の授業を行っていきたい。 

事例のポイント② 

質問に答えてもらったこと

を、メモや音声、動画等を活

用して記録し、本時や次時の

振り返りの際に役立てること

ができた。 

 

 

 

遊具がなくても、

楽しく遊べること

が分かったよ！ 

休みの日に、今度

は家族で遊びに来

たいな！ 

友達や家族のみんなや

先生に、公園のことを

伝えたいな！ 


